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※ 1 	包括的土壌分類体系第 1次試案（包括 1次試案）：農地のみならず日本の国

土全域の土壌を対象とすることができる最新の土壌分類法であり、2011年

に農研機構（当時の農業環境技術研究所）が作成しました。この分類法は、

それまで使われてきた農耕地土壌の分類法や国際的な土壌分類との読み替え

が容易であるという特徴があり、長年蓄積してきた農地土壌に関する知識や

データを引き続き活用でき、国際的な比較も可能となります。

※ 2 	旧農耕地土壌図：旧土壌分類体系「農耕地土壌の分類―土壌統の設定基準お

よび土壌統一覧表―,	第 2次案改訂版」により作成された農耕地土壌図。旧

農耕地土壌図は、これまで営農指導などの現場では広く活用されてきたため、

当サイトにおいても閲覧できるようしています。

下の図は包括1次試案による農耕地土壌図（上図）と旧農耕地土壌図（下図）

との比較を示しています（北海道根釧地域）。火山灰の影響を受けるこの地

域の土壌は、上図では 7種類（下図では 4種類）に分けられており、土壌

がリン酸を固定する能力や乾燥のし易さなどの違いを分類情報からよりきめ

細かく読み取ることができます。

用 語 解 説
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•	 20 万分の 1シームレス地質図V2を選択した場合、土壌図（左側画面）上をクリックする

と同地点の地質情報が右側画面上に表示されます。

•	 土壌温度図を選択した場合、土壌図（左側画面）上をクリックすると同地点の土壌温度の平

年値が右側画面上に表示されます。
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•	 土壌温度の深度は 1cm（紫）、5cm（緑）、10cm（青）および 20cm（黄）、土壌水分の深

度は 0－ 2cm（紫）、2－ 6cm（緑）、6－ 14cm（青）および 14－ 20cm（黄）で表示

されます。
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6.2 包括的土壌分類第 1次試案、包括的土壌分類第 1次試案に基づいた
1/20 万日本土壌図、土壌の写真集

包括的土壌分類第1次試案
の詳しい説明資料

包括的土壌分類第1次試案
に基づいた1/20万日本土壌図

土壌の写真集

•	 土壌の種類（土壌の分類名）を知ることは、正しく国土を管理する上でとても重要です。日

本土壌インベントリーで配信している土壌図の地図凡例には「包括 1次試案」による土壌

の分類名が用いられています。

•	 土壌分類法には多くの専門用語が用いられており、一般の方が土壌の分類名からその土壌の

性質を理解することは非常に難しいことです。そのため、「土壌の写真集」では、一般の方

にも土壌の分類やその性質について理解してもらえるように平易な言葉で解説しています。

•	 いずれの資料も「データの提供」ページから PDFをダウンロードすることができます。
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6.3 デジタル土壌図（シェープファイル形式）の取得方法

日本土壌インベントリーでは、デジタル土壌図をクリエイティブ・コモンズ	表示	4.0	国際パ

ブリック・ライセンスという著作権ルールの下、原作者のクレジット（農研機構、日本土壌イン

ベントリー）を表示することを条件とし、改変、営利目的での二次利用も許可されるオープンデー

タとして提供しています。

•	「データの提供」ページから「縮尺 20万分の 1土壌図（Shape ファイル県別・全国一括）」

もしくは「縮尺 5万分の 1農耕地包括土壌図（Shape ファイル県別・全国一括）」をクリッ

クすると上図のようなファイル選択画面が表示されます。

•	 データ取得を希望される都道府県名もしくは全国をクリックするとシェープファイル形式の

デジタル土壌図をダウンロードすることができます。

•	 シェープファイル形式とは、ESRI 社が提唱する図形情報と属性情報をもった地図データファ

イルで、多くの地理情報システム（GIS）ソフトウェアで利用することができます。
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6.4 土壌物理性マップ作成用データの取得および利用方法

•	「データの提供」ページから「土壌物理性特性値マップ作成用データ（全国一括ダウンロー

ド）」をクリックすると⾃動的にZip フォルダがダウンロードされます。Zip フォルダには

地図化用農耕地マップ（シェープファイル）と 12の CSVファイルが保存されています。

•	 地図化用農耕地マップには、属性「SWH10_Wh」が入っており、都道府県ごとの土壌の

種類ごとにコードが割り振られています。

•	 12 の CSV ファイルの構成は、作土層とその直下土層別に、水分恒数（pF0.0,	pF1.5,	

pF2.7,	pF4.2）相当の土壌水分量のファイルが計8つ、飽和体積含水率のファイルが計2つ、

および飽和透水係数のファイルが計 2つとなります。

•	 各 CSVファイルには、属性「土壌分類キー」が入っており、地図化用農耕地マップの属性

「SWH10_Wh」に結合することで地図化を行うことができます。

•	 なお、上記の地図化作業は、地理情報システム（GIS）を使用して行ってください。

－30－









































10.5 借上げ候補農地の土壌特性の確認

デジタル土壌図の活用事例として増えてきているのが借上げ候補農地の土壌特性の確認です。

借り上げ候補農地に分布している土壌がこれまで管理してきた農地土壌と同じ性質をもつのか、

作付け予定の作物に適した土壌なのか、農地土壌の水はけ・保水性の良し悪し等、農地の借上げ

時に気になる土壌の特性は土壌図を見ることで判断できることもあります。

例えば、借上げ候補農地が現在管理している農地と同じ土壌の種類が分布している場合、同じ

ような栽培方法が適用できる可能性は高くなります。また、土壌の名前についている「細粒質 /

中粗粒質」は土壌中の粘土の量を表わし、細粒質では粘土量が多いため一般的に肥持ちが良く、

粗粒質では砂が多く肥持ちが悪いです。

また、グライ低地土、停滞水グライ土、グライ黒ボク土など、「グライ」と名前がつく土壌の

種類は、酸素が欠乏した土層を表層 50cm以内にもつため、畑作物などを栽培するためには排

水性に気を付ける必要がでてきます。

さらに、泥炭土や “泥炭質 ”グライ土などと土壌の種類名に泥炭とあるものは土壌断面内に泥

炭（植物遺体）でできた土層があることを示し、一般的に水はけが悪く、地耐力に乏しく排水な

どにより地盤沈下が生じやすいなどの性質をもちます。

さらに、土壌の種類名に黒ボク土とある土壌は、リン酸肥料が効き難い性質がありますので、

土壌診断などで作物が吸収できるリン酸の量がどの程度あるのかを調べておく必要があります。

このように土壌の種類名を知ることは、借上げ農地の「土づくり」を進めていく上で非常に重

要な情報となりますので、デジタル土壌図の活用をお勧めします。
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【付属資料】
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【日本土壌インベントリーサイト】

 

 

 

 

トップページ 土壌図 分類表示

2画面表示

力入名地索検名地

経緯度検索 緯度・経度入力

土成造土成造 A類分壌土

人工物質土

盛土造成土

B 有機質土 有機質土

泥炭土群の分類

類分の群ルゾドポ）1C（ルゾドポルゾドポ C

ポドゾル大群の分類
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D 黒ボク土 未熟黒ボク土（D1) 未熟黒ボク土群の分類

グライ黒ボク土（D2) グライ黒ボク土群の分類

多湿黒ボク土（D3) 多湿黒ボク土群の分類

褐色黒ボク土（D4) 褐色黒ボク土群の分類

非アロフェン質黒ボク土（D5) 非アロフェン質黒ボク土群の分類

アロフェン質黒ボク土（D6) アロフェン質黒ボク土群の分類

E 暗赤色土 暗赤色土群の分類

石灰成暗赤色土（E1) 石灰成暗赤色土群の分類

類分の群色赤暗性酸)2E（色赤暗性酸

塩基性暗赤色土（E3) 塩基性暗赤色土群の分類

F 低地土 低地土群の分類

類分の群土田水地低)1F（土田水地低

グライ低地土（F2) グライ低地土群の分類

類分の群土地低色灰)3F（土地低色灰

褐色低地土（F４） 褐色低地土群の分類

類分の群土地低熟未)5F（土地低熟未

G 赤黄色土 赤黄色土

粘土集積赤黄色土（G1) 粘土集積赤黄色土群の分類

風化変質赤黄色土（G2) 風化変質赤黄色土群の分類

H 停滞水成土 停滞水成土群の分類

停滞水グライ土（H1) 停滞水グライ土群の分類

疑似グライ土（H2) 疑似グライ土群の分類

I 褐色森林土 褐色森林土大群の分類

類分の群土林森色褐)1I（土林森色褐

J 未熟土 未熟土大群の分類

火山放出物未熟土（J1) 火山放出物未熟土群の分類

類分の群土熟未質砂)2J（土熟未質砂

類分の群土屑岩結固)3J（土屑岩結固

類分の群土熟未成陸)4J（土熟未成陸
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力入名地索検名地度温壌土

経緯度検索 緯度・経度 入力

力入名地索検名地図壌土地耕農旧

経緯度検索 緯度・経度 入力

力入名地索検名地値性特壌土

経緯度検索 緯度・経度 入力

トップページ 包括土壌図

土成造土成造 A類分壌土

人工物質土

盛土造成土

B 有機質土 有機質土

泥炭土群の分類

類分の群ルゾドポ）1C（ルゾドポルゾドポ C

ポドゾル大群の分類

D 黒ボク土 未熟黒ボク土（D1) 未熟黒ボク土群の分類

グライ黒ボク土（D2) グライ黒ボク土群の分類

多湿黒ボク土（D3) 多湿黒ボク土群の分類

褐色黒ボク土（D4) 褐色黒ボク土群の分類

非アロフェン質黒ボク土（D5) 非アロフェン質黒ボク土群の分類

アロフェン質黒ボク土（D6) アロフェン質黒ボク土群の分類

E 暗赤色土 暗赤色土群の分類

石灰成暗赤色土（E1) 石灰成暗赤色土群の分類

類分の群色赤暗性酸)2E（色赤暗性酸

塩基性暗赤色土（E3) 塩基性暗赤色土群の分類

【e- 土壌図Ⅱサイト】
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F 低地土 低地土群の分類

類分の群土田水地低)1F（土田水地低

グライ低地土（F2) グライ低地土群の分類

類分の群土地低色灰)3F（土地低色灰

褐色低地土（F４） 褐色低地土群の分類

類分の群土地低熟未)5F（土地低熟未

G 赤黄色土 赤黄色土

粘土集積赤黄色土（G1) 粘土集積赤黄色土群の分類

風化変質赤黄色土（G2) 風化変質赤黄色土群の分類

H 停滞水成土 停滞水成土群の分類

停滞水グライ土（H1) 停滞水グライ土群の分類

疑似グライ土（H2) 疑似グライ土群の分類

I 褐色森林土 褐色森林土大群の分類

類分の群土林森色褐)1I（土林森色褐

J 未熟土 未熟土大群の分類

火山放出物未熟土（J1) 火山放出物未熟土群の分類

類分の群土熟未質砂)2J（土熟未質砂

類分の群土屑岩結固)3J（土屑岩結固

類分の群土熟未成陸)4J（土熟未成陸
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ファイルマーク
KMLファイル

新規
ファイル名入力

KMLファイル
選択

メモファイル選択

KMLファイル
表示しない

ファイル
ダウンロード

番号を入力

アップロード
記録

虫眼鏡マーク 住所を入力

ページマーク
（土壌表示）

A 造成土

B 有機質土

C ポドゾル

D 黒ボク土

E 暗赤色土

F 低地土

G 赤黄色土

H 停滞水成土

I 褐色森林土

J 未熟土

地球儀マーク
（背景図選択）

国土地理院
標準地図

国土地理院
空中写真
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担当窓口、連絡先

外部からの受付窓口：

農研機構	農業環境研究部門	研究推進部研究推進室

niaes_manual@ml.affrc.go.jp
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